
 

第 ４ ７ 回 浄 土 宗 総 合 研 究 所 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム 

AI時代の信仰 
 

 

本日のスケジュール                ※質問は質問票または下記QRコードにて受付 

１３：００  開会の辞 ： 司会 石田一裕 （ 浄土宗総合研究所研究員 ） 

挨拶① 浄土宗企画調整室長 名越 邦博 

挨拶② 浄土宗総合研究所所長 今岡 達雄 

１３：１０    趣旨説明 ： 石田一裕 （ 浄土宗総合研究所研究員 ） 

１３：２５   パネリスト発表 （各２０分、計８０分） 

①「自動翻訳から考える AI とその未来」 

隅田 英一郎 （ 情報通信研究機構（NICT）フェロー ） 

②「AIが社会にもたらすリスクについて」 

橳島 次郎 （ 生命倫理政策研究会共同代表 ） 

③「ブッダボットから見た AI と仏教」 

亀山 隆彦 （ 京都大学人と社会の未来研究院研究員 ） 

④「浄土宗と AI」 

齊藤 舜健 （ 浄土宗総合研究所主任研究員 ） 

１４：４５  休憩 （２０分） 

１５：０５  全体ディスカッション （８０分） 

   パネリスト ： 隅田 英一郎、 橳島 次郎、 亀山 隆彦、 齊藤 舜健 

   コーディネーター ： 石田一裕 

１６：２５  閉会の辞  ： 司会 石田一裕 

挨拶 浄土宗総合研究所副所長 戸松 義晴 

 

 

 



 

 

 

 

 

               

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

         

      

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

  

  

         
       

                         

        

                  

     

      



 

 

 

 

 

 

         

                           

                       
            

               

                   
                     

      

   

            
  

        
        
        
        
        
        
         
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
   

             

                                                                    
                                                                  
                                                                    
                                                               
                                                                     
                                                                     
                                                              
                                                                    
                                                                   
                                                                    
                                                                    
                                                                   
                                                   

                                                                     
                                                              
                                                                     
                                                              
                                                                   
                                                                    
                                                                    
                                                                     
                                                                  
                                                                   
                                                                    
                                                                  
                                                    

                                                                    
                                                                     
                                                                   
                                                                    
                                                                     
                                                                    
                                                                     
                                                                    
                                                                    
                                                                     
                                                                     
                                                                 
                                 

            
                 
                  
          
                 
                  
          
               
                   
                     
         
            
                
                 
                 
            
               
              
                   
                 
              
               
                   
        
          
        
                
                    

 
 
 
 
 

                                                            

     

      



 

 

 

 

 

 

                   

      

    

  
 

  

  

      

     

   

   

   

   

      

               

  



 

 

 

 

 

 

                    

      

          

                  

                  

                

              

            

                  

              

     

          

               

               

               

               

               

               

               

               

               

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

    

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

      

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

      



 

 

 

 

 

 

                    

                                                     

   
   

   

   

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

    

         

     

            

      

                       
          

  

                    
                   
                   
                   
                   
                   
                   
     

     



 

 

 

 

 

 

                 
                     

              

                           

       

                         

                                    

                                     

                            

            

                              

                             

                               

                      

                               

                            

        

                                 

                            

              

  

                                                         

                                                            

                                                         

                          

                                                                   

                                                        

                                

                                                                 

      

                                                        

                                                              

                                                               

                                                    

                                                                

                                                                

                                 

     



 

 

 

 

 

 

                      

          
  

     

  

                          

               
          
        

     

                             

                     

        

                                      

                                         

                           

                      
                             

                               

              

       

  

              
     



 

 

 

 

 

 

               

    

                                   

                      

         
              

                               

                                   

                       

       

                   

                            

       

           

               

      

  

 

  

          

  

   

          

  

     



 

 

 

 

 

 

             

     
     

     

  

              

                  

                 

              

                       

               

     

    
     

  

    
    
    

     
   

     



 

 

 

 

 

 

 

                   

                                        

                      
                                                

  

      

          

            

          

         

     

                  

       

  

  
  

  

         

        

        

                 



 

 

 

 

 

                 
  

       

            

             

          

                  

           
        
         

          

           
        
       

                      

                     

       

         
        

         
    

         
        

  

  
  

  



 

 

 

 

 

 

      

       

      
       
      
     

       
        

    

      
       
      

 

      
      

        
   

                                                         

      
      
      
      
   

   
    
      

       



 

 

 

 

 

 

         

       

                  

       

        

                 



 

 

 

 

 

 

 

              

                                                       
                                                              

  
      

                       

                                              
           
      

                                  
                      
            

          
    

                                                               

                                    

                
                     
       

          
  



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

          
     
            

                    

      
               



 

 

 

 

 

 

     

              

                   

               

      

          

                    

                         

        

                      

                      

                         



 

 

 

 

 

 

                

    
                         
               

      
                    
                      
                       

                        

                

                        
                          

                 
                     

                           
            
                           



 

 

 

 

 

 

             
     
               

                

                    

                           
                           

                             
                           

                        
                             



 

 

 

 

 

 

                              

                          
                             
                

                   

                          
                         

            

                     

                        
                   

        

                           
                         
                       



 

 

 

 

 

 

   
   

      
   

     
     

     

       
      
      

       

  

            

                           
                         

                   
      
      

                        



 

 

 

 

 

 

  

                             

                        
      

                          
                           

                       

                                                
                                            

  

               

          
         

        
      

                      
                          

                    
             



 

 

 

 

 

 

           
               

                           

                            
                           

                             
                     

                           
                           

                             
                    



 

 

 

 

 

 

  

                    

                            
                          

                        
        

                       

                         
                   

  

    
      

   
    
   

   
    
  

    
   
   

     
   

            
      

                     

                                    
                            
                        

                         
               

                     

                   
              



 

 

 

 

 

 

  

                    

                                   

                         
                    

                        
            

                         
                       

            

    
      

   
    
   

   
    
  

    
   
   

     
    

     
       
      

        

         

     
    

           
        
       

 

          
        

                

                              

                            
       

                    
                    
               



 

 

 

 

 

 

          

  

             

                               
                               
            

     

        
           

    
   
   

     
   

        

           

     
    

           
        
       

 

          
        

           
        

  

                 

                             
                        

                   
                   
                   



 

 

 

 

 

 

            

             
             
            

             
             
             
             

             
        

             
   

             
            

             
             
              
            

             
              
      

            

             
             
             

             
             
             
        

             
             
          

           

             
             
             
              
       

             
             
             
              
          

              
       

         

                
                                         

  

                         

                     
               

                 

                          
                 

                           
                         



 

 

 

 

 

 

      
               

                      

                          
                   

                          

                             
                

               



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        
                               
                 

            



  

浄土宗総合研究所（東京）シンポジウム
AI時代の信仰 

「浄土宗とAI」
齊藤舜健（浄土宗総合研究所主任研究員）

〔令和6年2月26日・浄土宗大本山増上寺光摂殿〕



  

１．浄土宗総合研究所におけるIT利用
「浄土宗基本典籍の電子化プロジェクト」
（【現】浄土宗関連情報デジタルアーカイブ研究）による開発と運営
   - 浄全テキストデータベース
     2017/07/24 公開 
     
   - WEB版新纂浄土宗大辞典
     2018/04/01 公開 
     
   - WEB版増上寺三大蔵
     2023/11/20 公開



  

- 浄全テキストデータベース（http://jodoshuzensho.jp）
● 2017/07/24 公開

浄土宗総合研究所 浄土宗基本典籍の電子化プロジェクトが開発運営を担当
● 浄土宗全書をインターネット上で検索、閲覧（テキストと画像）するシステム

※浄土宗全書とは…浄土宗の宗派の典籍（宗典）の叢書
正篇：全20巻（全23巻のうち、解題・索引・別巻を除く）
続篇：全19巻

● SAT（大正新脩大蔵経テキストデータベース）と相互に検索可能
● テキスト内に含まれるWEB版新纂浄土宗大辞典の見出語を検索できる。
     



  



  



  



  



  



  



  

- WEB版新纂浄土宗大辞典（http://jodoshuzensho.jp/daijiten/）
●  2018/04/01 公開

管理は浄土宗社会部。浄土宗総合研究所 浄土宗基本典籍の電子化プロジェクトが
開発運営を担当

● 『新纂浄土宗大辞典』（2016年3月14日刊・浄土宗）をWEB版としてインター
ネット上で公開した。

● 紙版とWEB版は同一内容。修正は随時行い、紙版の修正（正誤表）も配布。
● WEB版の特色

● 全文検索機能
● 辞典内の内部リンク
● 引用文献のうち、大正新脩大蔵経と浄土宗全書はそれぞれのテキストデータ

ベースで閲覧可能



  



  



  



  

 - WEB版増上寺三大蔵（http://jodoshuzensho.jp/zojoji_sandaizo/）
● 2023/11/20 公開

浄土宗開宗850年慶讃事業として構築した。
管理は浄土宗。開発運営は浄土宗総合研究所 浄土宗関連情報デジタルアーカイブ研究

● 増上寺三大蔵経：浄土宗大本山増上寺所蔵の次の三の大蔵経（仏典叢書）のこと
①中国、南宋時代（12世紀）に開版（版木が作成）された思渓版大蔵経5,342帖
②中国、元時代（13世紀）に開版された普寧寺版大蔵経5,228帖
③朝鮮、高麗時代（13世紀）に開版された高麗版大蔵経1,357冊
大正新脩大蔵経の底本と対校本として使用された。
※ユネスコ「世界の記憶」国際登録(2024-2025登録サイクル)に推薦された。

● 上記の全画像（思渓版・普寧寺版は昭和末撮影のマイクロフィルムから作成、高麗版
は今回デジタル撮影）を典籍名・著訳者名の検索機能を附して公開した。



  



  



  



  



  



  



  

２．浄土宗総合研究所におけるAI利用の現状 
 - 翻訳作業

 - 宗典の英訳 
 - ホームページに関すること

 - OCR
   NDLOCR

 - 音声認識
   OpenAI Whisper

 - 生成AI：アイデアの提示、文書の作成等々



  

- 宗典の翻訳
  宗典の現代語訳、英訳、（英語以外の）多言語化に継続的に取り組む。
   ・『浄土三部経』（浄土宗聖典１巻）  ：現代語訳（既刊）          英訳（既刊）
   ・『観経疏』（浄土宗聖典２巻）           ：現代語訳          英訳
   ・『和語灯録』（浄土宗聖典４巻）      ：現代語訳（進捗中）：英訳（進捗中）
   ・『四十八巻伝』（浄土宗聖典６巻）  ：現代語訳（既刊）
   翻訳作業では、特に宗義に即した適切な訳語の選択や、文の理解が求められる。
   研究者による内容の解明が求められる。
   特に英訳作業に多くの時間が費やされたことから、AI翻訳の利用の可能性を模索する。

   みんなの自動翻訳＠TexTra®
   を用い、浄土三部経のデータを学習させ自動翻訳の可能性を探った（埼玉工業大学と協力）。
   あまり良い結果ではなかった：日本語と英訳を対応させたデータセットに問題があった？
   次年度は『和語灯録』で試す予定。



  

- 研究所ホームページ
    かつては英語版があった。
   
● 海外開教区（ハワイ、南米等）から英語（多言語）での情報提供を求める声が強い。
● 英語（その他外国語）による仏教・浄土宗に関する情報発信はあまり多くはない。
● ホームページ上のすべての内容（成果報告などまで含めた）を翻訳することは難しい。

→見出しだけでも英語と併記してあれば、検索サイトからたどり着くことができるの
で、併記してほしいという要望があり、現在作成中。

     その場合、機械翻訳で読むことを前提とする。
     →AIを利用した機械翻訳の性能が飛躍的に向上したために可能になった発想。



  

- OCRソフトの利用
OCRソフトは古くからあるが、実用性から見るとヒット率が低いものが多かった。
特に、浄土宗全書や浄土宗聖典のように、古い印刷物だったり、ルビや記号が多用された
ものの認識精度は非常に低かった。
   →浄全テキストDB構築においてデータ作成に最も費用がかかった。
NDLOCR国立国会図書館が公開するAIを使用したOCR。古い印刷物のテキスト化が可能。ルビを
自動的に検出することができ、データをきちんと処理すれば、高精度な本文だけのデータ
データが入手できる。
   →浄土宗聖典（全6巻）の書下文（総ルビ、見出し、脚注あり）のテキスト化に利用。
SATによって、WEB版増上寺三大蔵の画像をNDLOCRにかけ、テキスト化し、それをAI
を用いて対校することで異読の検出を行うことが試行される。テキスト化の正解率は
90％以上という。



  

- 音声認識ソフト
● シンポジウム、公開講座などの音声の文字起こしを業者に依頼することがあるが、
費用がかさむ。

● 実際に予算が不足したため、OpenAI Whisperを使用してみた。
OpenAIのWhisper
一般的な日本語はほぼ実用レベルで文字起こしが可能。
ただし、仏教語（例えば、十念、法然上人）は正しく認識できない。
→ 手作業での修正をすれば内部での利用には十分にたえる。
      ファインチューニングを試す価値はある？



  

- 生成AIの利用
     行政や企業などで使われるのと同様な使用方法が想定できる。

● 日常業務の効率化
● 文書の要約、定型的な文書の作成など
● 法話原稿の作成？

※「四十八軽戒の現代的理解」研究班で、戒の条項に関するキャッチコピーを作
成する補助として利用。議論が煮詰まって堂々巡りになったとき利用してみた。
ChatGPT4.0に、「不妄語戒を伝えるためのキャッチコピーを20条作ってくださ
い」と入力すると「誠実さは心の灯火」など、20条を出力した。条件を色々と変
えながら試してみた。
出力結果をそのまま使うのでなく、参考意見の一つとして参照した。
研究会の議論が行き詰まったとき、新しい発想を出すのに使うことができた。
→あくまでもツールとして、補助的な使い方。



  

３．信仰に関わる場面での生成AIの利用
生成AIによる法話原稿の作成例：ChatGPT 3.5が作成した法話原稿

※お念仏から始まる幸せ（浄土宗開宗850年のキャッチコピー）
● プロンプト：「お念仏から始まる幸せ」を伝えるための布教の原稿を作ってください。
● お念仏から始まる幸せについて伝える布教の原稿をお書きします。

皆さん、こんにちは。今日は「お念仏から始まる幸せ」というテーマについてお話ししたいと思います。
まず、お念仏とは何でしょうか？お念仏とは、阿弥陀如来の名前を唱えることです。この唱え方にはいろいろありますが、お
念仏の目的は、浄土への往生を願うことです。
では、なぜお念仏から始まる幸せがあるのでしょうか？それは、お念仏を唱えることで、心が浄化され、穏やかな気持ちにな
れるからです。また、お念仏を唱えることで、自分の欲や執着から解放され、心が清らかになります。
さらに、お念仏を唱えることで、阿弥陀如来の慈悲深い御心に触れることができます。阿弥陀如来は、私たちの苦しみを理解
し、救いの手を差し伸べてくださいます。その慈悲深い御心に触れることで、私たちは心安らかな幸せを感じることができま
す。
さらに、お念仏を唱えることで、自分自身を見つめ直すことができます。自分自身を見つめ直すことで、自分自身を受け入れ
ることができ、自分自身を変えることができます。そして、自分自身が変わることで、周りの人たちとの関係も変わっていき
ます。周りの人たちとの関係が変わることで、自分自身が幸せになることができます。
以上のように、お念仏から始まる幸せには、心が浄化され、自分自身が変わり、周りの人たちとの関係が変わるという、とて
も素晴らしい効果があります。ぜひ、お念仏を唱えることを習慣にして、心安らかな幸せを感じてみてください。ありがとう
ございました。



  

この法話原稿について
● 事実に反する内容はない。
● 浄土宗総合研究所が提出した「お念仏から始まる幸せに関する教義的解説」報告書に沿

う解釈ではないが、ありきたりの内容。
この原稿をある布教師の先生に音読してもらったところ、〔筆者としては、不覚に
も〕聞き入ってしまった。内容というより、深い信仰とお念仏の体験を積み重ねた
人が語る音声によって心を動かされた？
読み手によってはAIが生成した文章が人の情念を動かし得ることを示す。

● 文書生成AIによる文書生成：人間に感情や引き起こさせる言葉の意味や思いはまったく
考慮されず、確率上最も適切な文字列を返すにすぎない。

齊藤：「大事な人が亡くなったらあなたは悲しいですか？」
ChatGPT4の答え：「私は機械学習のモデルであり、感情や意識を持っていませ
ん。したがって、悲しむことはできません。しかし、情報や答えを提供することで
サポートすることはできます」



  

- 宗教者の語ることばとは・・・
僧侶の言葉が修行や信仰に裏打ちされていることは、聴き手にとって暗黙の前提である。
それ故に宗教者への信頼がなければ言葉は聞き入れられない（僧侶の資質が問われる理由
でもある）。
     → 同じ言葉でも、語り手によって受け入れられ、受け入れられないことがある。
生成AIが「非人間的発信源」である以上、そこに修行や信仰は欠落する。
ChatGPTは阿弥陀仏や念仏往生を信じていないが、生成された文章により、人は情念を動
かされ「信仰にいざなわれる」ことがある。
音声生成AIがもう少し進化すれば、AIが生成した法話原稿を用いて、Vtuber布教師が語
る、ということも起こり得る。



  

４．最後に
● 浄土宗全書テキストDB、WEB版新纂浄土宗大辞典、WEB版増上寺三大蔵

→AIは使用しない。ツールとして非常に有用。
● 各種の機械翻訳、NDLOCR、Whisper

→AIを用いることで、有用性が飛躍的に向上したツール。
AIであろうとなかろうと、ツールとして有用であれば積極的に利用する価値がある。
デジタル資産を組み合わせ利用することで新しい知見や価値を作り出すことができる。
例えば：浄土宗全書テキストDBが提供する電子テキストを新纂浄土宗大辞典と組み合わ
せ、生成AIを利用して解釈したり、要約、多言語化して発信するなど。

一方、生成AIに関しては、信仰を伝える場面での使用に関しては、ChatGPTのように信仰の
無い布教ができてしまう可能性をどう評価すべきか、利用する各自が自問すべきであろう。

教えを語る言葉は、「何を」だけではなく、「誰が」語るかが重要なのである。
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